
世界の民話を読もう

「木かげにごろりJ'"お話データブ、ックを作ってお話会をしよう~

三原市立三原小学校土井直子

1 実践の趣旨

本学級の児童は，音読やふきだし作りで登場人物になりきって読んだ、り，ファンタジーの世界を楽し

み通信を作る活動を意欲的に行ってきたりしている。しかし，読む力・書く力の個人差が大きく，内容

を正しく読み取ったり，物語のあらすじを書いたりすることが苦手な児童が数名いる。そこで，本単元

では，民話のおもしろさにふれ，起承転結を意識しながらあらすじをまとめてし、く活動を設定した。

2 実践の概要

(1) 単元名 世界の民話を読もう 教材「木かげにごろりJ(東京書籍 3年下)

(2) 単元の目標

O 世界の民話に興味を持ち，お話のおもしろさを味わって読むことができる。

O 場面の移り変わり，人物の行動や心情に注意して読み，物語のあらすじを正確に読み取ることがで

きる。

O 段落相互の関係を踏まえ，起承転結を意識して物語のあらすじをまとめて書くことができる。

(3)手立て

単元を通して「お話データブックを作る」という目的意識をもたせる。

4コマ漫画から起承転結を学び，あらすじをまとめる時に生かせるようにする。

お話の山となる「転」を見つけ，交流する場を設ける。

(4) 指導計画

|学習の流れ

「木かげにごろり」を読み，場面分けをする。

起承転結とは何かをおさえる。

立場の移り変わりをもとに「起承転結」を見つける。

「起承転結」を意識してあらすじをまとめる。



(5) 授業の様子

4コマ漫画を元に「起承転結」とは何かを学習していった。
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本文音読後，ワークシートにおもしろかったとこ

ろとその理由を書いていった。また起承転結」

にお話を分け，どうしてそう分けたのか理由を書き

込んで言った。書き込んだことを全体で交流し， r起
承転結」に場面を分けた。



起承転結の「転Jを考え，その

理由を交流していった。「転Jを確

定した後起・承・結」を分け，

短い文章にまとめた。
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それをつなぎあわせ起承転結になっているあら「起承転結」を分けた後，それぞれを短い文章でまとめ，

すじを「お話データブックJとして1枚にまとめた。
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図書室にある本の中から，気に

入った本を選び，お話データブッ

クにまとめていった。

起承転結のつなぎに気

をつけながらお話データ

ブックを作っていった。



3 成果と課題

o 4コマ漫画を使つての「起承車訴吉」の学習は，児童の関心が高く，後のお話を起承転結に分ける学習の

意欲付けとなった。

O 以前，物語文をまとめた通信を書いた時は，あらすじとしてまとめることが難しい児童がいたが，今

回お話を「起承転結」に分けることで，お話の大きな構成が理解しやすく，あらすじを書く手立てとな

った。

。ワークシートに，一人読みでのおもしろかったところや起承転結に分けた理由を書いたことで，文章
にじっくりと向かい，叙述をおさえながら考える児童が増えた。

・「木かげにごろり」では起承転結に分けあらすじを書けた児童も，別のお話になると起承転結に分け
あらすじを書くことが難しくなった場合があった。別のお話にも対応していく力をつけるためにはどの

ような指導法が望ましいのか，課題設定や授業構成の工夫を研究し，今後も検証してし、く。


